
＜ミニシンポジウム・水産教育推進委員会共催＞

水産分野のキャリア教育：次世代育成の緊急性と今後の課題

日時・場所：平成 27年 9月 22 日（火） 13:00－16:30 東北大学川内北キャンパス

企画責任者：荒井克俊（北大院水）・小島隆人（日大生物資源）・神保 充（北里大海洋）・天野勝文（北里大海洋）・

窪川かおる（東大院理）・内田圭一（海洋大）

13:00～13:05 開会の挨拶     荒井 克俊（北大院水）

    座長 小島 隆人（日大生物資源）

13:05〜13:30 １．北里大学における岩手県と神奈川県での水産教育の展開

          高橋 明義（北里大海洋）

13:30〜13:55 ２．東北大学における水産教育と高大連携の現状

              落合 芳博（東北大院農）

座長 窪川 かおる（東大院理）

13:55〜14:20  ３．高等学校における水産教育と社会に果たしてきた役割

                  滝田 雅樹（文科省初等中等教育局）

14:20〜14:45 ４． 宮城県石巻における水産教育の現状と発展

油谷 弘毅（宮城県水産高校）

14:45〜15:00  休憩

座長 内田 圭一（海洋大）

15:00〜15:25 ５．漁業後継者確保育成への新たな取り組みと課題－｢心｣の繋がりを大切にする原点回帰－             

吉田鶴男（宮城県北部船主協会）

15:25〜15:50 ６．福島県における水産教育 ～ふくしまの今を次世代に伝える試み～

        平川直人（福島県水産事務所）

15:50〜16:25 総合討論                    座長 天野 勝文（北里大海洋）

16:25〜16:30 閉会の挨拶     小島 隆人（日大生物資源）

企画の趣旨

漁業養殖業への就労者の減少が著しい中，水

産庁は漁師を目指す人材育成のための支援制度

を 2002 年から導入している。また，文科省で

も「実践的な職業教育を行う新たな高等教育機

関の在り方」が議論されるようになり水産系大

学では高大連携も推進されているところである。

高校では水産高校の統合化や名称変更が進み，

水産高校の教員の人手不足が問題となっている。

このような現状を把握し，初等中等教育・大学・

水産業におけるキャリア教育を理解し，これら

の取り組み推進への日本水産学会のかかわり方，

さらに今後の展開について議論する。


